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研究の“森”から
No. 243

森
で
の
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り
は
、
農
山
村
の
人
々
の
食

文
化
を
支
え
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
木
材
生
産
に
比
べ
て
山
菜
・
キ
ノ
コ
の
採
取
や

流
通
は
個
々
人
に
よ
り
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
恵
み
（
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
）
の
大
き
さ
や
環
境
利
用
の
実
態
把
握
が

困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
、
天
然
林
が
広
が
る
福
島
県
南
会

津
郡
只
見
町
の
複
数
集
落
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
、
の
べ
17
名
へ
の
２
年
間
（
２
０
０
９
～
２
０
１
０

年
）
の
採
取
日
誌
調
査
に
よ
り
、
採
取
の
実
態
を
捉
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
主
な
山
菜
・
キ
ノ
コ
の
種
類
ご
と
の
販

売
単
価
と
採
取
重
量
を
掛
け
合
わ
せ
て
経
済
価
値
を
試
算

し
ま
し
た
。

只
見
町
で
は
、
60
代
以
上
の
男
性
を
中
心
に
、
ブ
ナ
林
、

渓
畔
林
、
雪
崩
低
木
林
な
ど
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
分
布
す
る

植
生
や
微
地
形
（
写
真
１
）
を
利
用
し
て
、
時
期
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
山
菜
や
キ
ノ
コ
が
採
取
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
成
人
一
人
あ
た
り
の
年
間
の
収
穫
は
、
春
（
５
月
、

６
月
）
と
秋
（
９
月
、
10
月
）
の
ピ
ー
ク
時
で
、
直
販
所

天
然
の
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り

― 
多
様
な
森
の
環
境
利
用
、

�

収
入
も
楽
し
み
も 

―
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り
～
収
入
も
楽
し
み
も
～ 松浦 俊也
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写真１　多雪山地のモザイク状の植生景観
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の
単
価
換
算
で
平
均
１
～
２
万
円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
単
価
換
算
で
は
そ
の
２
倍
以
上
の
経
済
価
値
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
採
取
の
理
由
は
、
収
入
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
季
節
の
味
覚
、
健
康
増
進
、
探
す
楽
し
み
、
人
に

贈
っ
て
喜
ば
れ
る
こ
と
な
ど
、
貨
幣
収
入
以
外
の
要
素
が

よ
り
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

採
取
者
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
を
配
布
し
て
ク
サ
ソ
テ
ツ

（
こ
ご
み
）、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
の
食
用
シ
ダ
３
種
の
採

取
活
動
を
記
録
し
（
図
１
）、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｉ
Ｓ
）
と
統
計
モ
デ
ル
で
採
取
地
の
特
徴
を
捉
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
ご
み
は
沢
沿
い
の
緩
傾
斜
の
草
地
や
林
床

（
写
真
2
）、
ワ
ラ
ビ
は
伐
採
跡
地
や
若
齢
ス
ギ
植
林
地
、

ゼ
ン
マ
イ
は
北
東
向
き
の
雪
崩
斜
面
の
低
木
林（
写
真
３
）

で
よ
く
採
ら
れ
、
と
く
に
こ
ご
み
と
ワ
ラ
ビ
は
道
路
付
近

で
よ
く
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
山
村
の
人
々
は
山
で
の
豊

か
な
経
験
と
知
識
に
も
と
づ
い
て
山
菜
の
生
態
や
分
布
の

特
徴
を
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を
そ
れ
ぞ
れ
の
適
地
で

採
取
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の

よ
う
に
地
域
の
人
々
の
「
賢
明
な
」
森
林
利
用
を
可
視
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
に
根
ざ
し
た
森
林
管
理
や
計

画
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
以
降
、
野
生
の
山
菜
・
キ
ノ
コ
は
種
類
や

場
所
に
よ
っ
て
出
荷
や
摂
取
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
豊
か
な
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の
「
賢
明
な
」
利
用
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
重
要
な
課
題
で
す
。

山
菜
採
り
の
行
動
を
解
明

写真２　沢沿いに群生するこごみ（クサソテツ）写真３　残雪の雪崩低木林でのゼンマイ折り

図１　GPSロガーによる採取活動の記録図２　食用シダ３種の採取適地図

※�シダの種類ごとに採取地の環境条件（地形、植生分布、道路から
の距離等）を捉え、空間解像度20mで採取地としての適性を推
定。白線は道路。 ※�ロガーは消しゴムほどの大きさで、ポケット付の帽子に

入る。


